
(社)栃木県トラック協会 

平成20年度第2次(第18回) 

N O x ･ 排ガス融資申込み公募要領 
（低公害車への代替） 

 

１．公募融資総枠 １３９，６４２，０００円 

 

２．公募期間  平成２０年１１月１１日(火) 

～  同 年１１月２８日(金) 

 

３．融資対象者 

   (社)栃木県トラック協会に加入してい

る貨物自動車運送事業者で次に該当する

ものとする。但し再度この融資制度の適

用を受けようとする場合は、全償還後ま

たは３ヶ月以上当初の約定に基づき正常

な形で償還が実行されたものに限る。 

 (1) 商工中金に対して出資している運送事

業関係の協同組合、またはその構成員で

あること。 

 (2) 商工中金の代理店となっている信用組

合の組合員であること。但しこの場合は

信用組合を通じてのみ代理貸付を受けら

れる。 

 

４．助成対象事業 

  (1) 非適合車（別添①） を適合車（別

添②）に代替する事業（※代替を証する

書面が必要となります。） 

  ※代替を証する書面 → 一時抹消登録

証明書(写)、現在登録証明書(写) 

 

  －詳しくは栃ト協 事務局 業務部まで 

 

５．融資条件 

   商工中金等で定める一般貸付の要領に

よって処理されるが、トラック運送事業

の適正な振興、機会の均等をはかるため

融資限度額を次のとおり定める。 

(1) 融資限度 １，５００万円 

※但し、現在の借入残高に本年度申

込額を加算した金額が3,000万円

以内であること｡また､融資推薦申

込総額が融資枠を上回った場合は､

公開抽選により推薦決定とする。 

※なお、本年度第17回(前回第1回

公募)で推薦決定を受けた会員は､

今回は対象外と致します。 

(2) 貸付利率 商工中金所定利率による。 

(3) 償還期間 ５年以内 

(4) 据置期間 償還期間のうち６ヶ月以内

     とする。 

(5) 担保･保証人 取扱金融機関の定める

ところによる。 

 

６．利子の補給率 

    この制度融資の借入者に対し、協会

は次の補給率により利子補給を行うも

のとし、借入者が商工中金に対し利息

を支払う時に利子補給金を支給する。 

 

借 入 者 共 同 体 個別企業体

長期ﾌﾟﾗｲﾑﾚｰﾄ ２．４０％ ２．４０％

利子補給率 １．２０％ １．２０％

正味貸付利率 １．２０％ １．２０％

（平成２０年１１月１１日付け） 

 



７．取扱金融機関 

    商工組合中央金庫 

     宇都宮支店又は足利支店 

     及びその代理店 

 

８．申込み方法 

   所定の申込書により公募期間満了日ま

でに(社)栃木県トラック協会に申し込む

こと。（融資推薦者の本社が所在する都

道府県トラック協会に対してのみこれを

行うことができる。） 

  (注)協会に電話で申し出れば、次の申込

み関係書類を送付する。 

   ｲ)融資推薦申込書 

   ﾛ)企業要領(個別企業又は組合用) 

   ﾊ)事業計画書 

    協会では理事会を開催し、事業計画

の適否について検討した後、申込者に

対し推薦の適否を決定通知する。 

借入希望者は協会からの融資推薦決

定書の写しを添え商工中金に借入申込

みをする。 

 

９．融資推薦適否決定通知(予定日) 

    平成２０年１２月 ３日 予 定 

 

10．商工中金あて借入申込期限 

    平成２１年 ３月 末 日 

 

11．貸出開始日 

    平成２０年１２月 中旬 以 降 

 

12．その他 

  ① この要領に定めのない事項は、近代

化基金運営要領および近代化基金運営事

務取扱細則の定めるところによる。 

  (注)借入れ手続きは、商工中金の一般貸

付と同じ取扱いとなるが、次の点に

留意されたい。 

  ｲ) 資料の持参 

    説明資料として、最近二期分程度の

決算書、事業履歴書、事業計画書等の

書類を持参する。 

  ﾛ) 責任者による説明 

    収支の現状や、今後の業績の見通し

および資金借入が必要な理由とその効

果等、経営の全般について、責任者が

直接説明することが望ましい。 

  ﾊ) 返済計画書 

    借入に際しては、借り入れた資金を

どのようにして、いつまでに返済でき

るか、またその財源の見通しを十分検

討した上で申込むことが必要である。 

 ② 借入金がＮＯｘ融資について正当な理

由がなく申請にかかる事業計画と異なる

ものに転用した場合は、その助成を打ち

切るとともに、既往の助成金の返済をも

とめるものとする。 

③ 借入金がＮＯｘ融資について正当な理  

由がなく申請にかかる事業計画と異なる  

ものに転用した場合は、その助成を打ち  

切るとともに、既往の助成金の返済を求  

めるものとする。 


